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第３次基本計画及び第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略の進行管理の結果について 

 

 

 

１ 第３次基本計画について 

木更津市総合計画は、本市のまちづくりを総合的かつ計画的に進めるための指針となるもので、基本構想、

基本計画、実施計画の３階層で構成されています。 

基本構想は、本市がめざすべき将来像を明らかにし、これを実現するための基本的な方向性（基本理念や

施策の大綱）を示したもので、令和１２年を目標年次としています。 

基本計画は、基本構想を実現するための基本的な考え方や施策の方向性等を基本方向別に示したもので、

４年ごとに策定しています。 

実施計画は、基本計画に位置付けた施策目標を達成するために進める様々な事業のうち、特に重点的に取

り組む事業（重点事業）について、毎年度の予算編成と連動させた計画です。令和５年度は７２事業を位置

付け、各事業に取り組みました。 

 

 

 

  

基本計画（施策）の進行管理 

基本計画（事業）の進行管理 

６    ７    ８ 

資料１ 
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２ 第３次基本計画 施策体系 
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３ 第３次基本計画に位置付けた施策の進行管理 

  第３次基本計画（令和５年度～令和８年度）に位置付けた４８の施策について、それぞれの施策の目

標達成に向け、令和５年度の取組結果や課題を踏まえた今後の方針について検討する進行管理を実施し

たので、取りまとめ結果を報告します。 

  今後は、今回の結果と今年度実施する市民アンケートの調査結果等を総合的に評価し、必要に応じて

計画の見直し等を検討します。 

  なお、施策別の詳細については、資料２「基本計画 施策の進行管理票」をご参照ください。 

基本方向 施策数 
達成（進捗）度 

Ａ Ｂ Ｃ 

(1) 安心・安全でいきいきとした暮らしづくり １０  １０  

(2) 子どもを育む環境づくり ３  ３  

(3) まちを支える人づくり ５  ５  

(4) まちのにぎわい・活力づくり ９ ３ ５ １ 

(5) まちの快適・うるおい空間づくり １３ １ １１ １ 

(6) 構想の実現に向けて ８ １ ６ １ 

合  計 
４８ ５ 

10.4％ 

４０ 

83.3％ 

３ 

6.3％ 

※達成（進捗）状況については、施策の進行管理票における取組（進捗）状況や成果指標などを総合評価し、３段

階で表示しています。 

Ａ 目標達成または順調に進捗している 

Ｂ 概ね順調であるが、より一層の取組（施策）の推進が必要（目標達成に向け一定の進捗がある） 

Ｃ さらなる重点的な取組（施策）の推進が必要 

 

４ 第３次基本計画の重点事業の進行管理 

  重点事業とは、第３次基本計画に位置付けた４８の施策目標を達成するために、市が取組を進める

様々な事業のうち、特に重点的に取り組む事業です。 

市では、令和５年度に実施する計画とした７２の重点事業について、取組状況を把握し、必要に応じ

て計画の見直し等について検討を行う進行管理を実施しましたので、進捗状況の取りまとめ結果を報告

します。 

今後は、この結果等を踏まえ、令和７年度当初予算編成の参考資料として役立ててまいります。 

なお、事業別の詳細については、資料３「基本計画 事業の進行管理票」をご参照ください。 

（単位：千円） 

基本方向 事業 
進捗度 前年度 

繰越額 

当初 

予算額 

決算 

見込額 〇 △ × 

(1) 安心・安全でいきいきとした暮らしづくり １５ ６ ９  564,072 1,026,614 597,520 

(2) 子どもを育む環境づくり １３ １３    559,583 430,263 

(3) まちを支える人づくり ３ ３   167,656 171,373 313,346 

(4) まちのにぎわい・活力づくり １２ １２   23,000 404,643 407,580 

(5) まちの快適・うるおい空間づくり ２４ １０ １１ ３ 545,238 1,873,923 1,453,145 

(6) 構想の実現に向けて ５ ５    277,798 242,754 

合  計 
７２ ４９ 

68.0% 

２０ 

27.8% 

３ 

4.2％ 
1,299,966 4,313,934 3,444,578 

※進捗状況については、当該年度の実施計画に対し、事業の取組状況を３段階で表示しています。 

〇 計画どおり実施・・・・・・・・・・・令和５年度実施計画書のとおり実施できた事業 

△ 計画どおりには実施できなかった・・・事業の見直しや繰越等により、実施計画どおりには実施できなかった事業 

× 事業の中止・休止・・・・・・・・・・事業の見直し等により、中止もしくは休止した事業 
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５ 第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

 「第３期総合戦略」は、「第３次基本計画」に位置付ける各施策の中から、地方創生の推進に向けた戦略 

的な取組を分野横断的に抽出し、基本計画と一体的に策定した計画です。 

 

 

 総合戦略では、４つの基本目標を設定しています。 

 

基本目標ごとに基本的方向を定め、基本的方向ごとに基本計画の関連施策と主な取組を位置付けていま 

す（関係性は６・７ページを参照）。 

 なお、進捗状況を確認するための指標として、各基本目標においては「第２期総合戦略」からの継続性 

を踏まえた数値目標を設定し、基本的方向においては「第３次基本計画」との関連性が高い施策の指標を 

用いて重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定しています。 

  

 

 

  

総合戦略の進行管理 

６    ７    ８ 
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６ 第３期総合戦略と第３次基本計画との関係 
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７ 第３期総合戦略の進行管理の結果について 

４つの基本目標ごとに、指標として位置付けた数値目標の令和５年度における進捗状況と検証結果につい

て報告します。 

 

基本目標１ 地域一体となって、未来を担う「木更津っ子」を育む 

 指標１・「出生数」は、平成 30年以降初めて 900人を割る結果となりました。本市の合計特殊出生率は平

成 28年以降低下しているものの、国や県を上回る水準を維持しています。一方で、結婚・出産・子育てにお

ける価値観の変化や経済的負担が全国的な少子化の進行に影響を与えており、本市も同様の状況に直面する

ことが予想されます。 

指標２・「幼年期（０～４歳）の人口社会増」については、子育て世帯の転入が転出を上回ったことで微増

を維持していますが、計画策定時の基準値に比べ、増加数は鈍化しています。 

指標３・「市内の小学校１年生の児童数」については、微減となりました。 

今後、結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援を充実させ、子どもを安心して産み育てる環境を整

えるとともに、子育て世帯への積極的な情報発信を行います。また、特色ある学校づくりを行う「きさらづ

特認校制度」の推進や教育内容の充実、教育環境の整備に引き続き取り組みます。 

 

基本 

目標 
数値目標 

基準値 

計画策定時 

実績値 

Ｒ５年度 

目標値 

Ｒ８年度 

１ 

指標１ 出生数 
948人 

（令和 3年度） 

891人 

（R6.3.31） 
1,000人 

指標２ 幼年期（０歳～４歳）人口の社会増 
102人 

（令和 3年度） 

38人 

（R6.3.31） 
230人 

指標３ 市内の小学校１年生の児童数 
1,194人 

（令和 3年度） 

1,159人 

（R6.3.31） 
1,194人 

 基本的方向・ＫＰＩは、資料４・４ページを参照 

 

基本目標２ 多様な地域資源の循環によって、地域経済を活性化させる 

指標１・市内における「『らづ-Biz』の支援を受けて新規創業した件数」は、増加傾向がみられました。新

型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことで、起業者の新しいビジネスの立ち上げに対する不安

が軽減され、起業意識の高揚につながったことが要因であると考えられます。 

また、指標２・「有効求人倍率」が増加となりました。内閣府の月例経済報告では、景気は緩やかに回復し

ており、雇用情勢に改善の動きがみられ、就業率が緩やかに上昇しているとされています。本市においても

景気の回復の影響を受けて企業の求人数が増加傾向であることが要因であると考えます。 

 今後、引き続き「らづ-Biz」を拠点とした事業者支援を進めるとともに、雇用情勢や社会的ニーズに対応

した就業支援の充実を図るなど、勤労者が働きやすい就労環境づくりを促進します。 

 

基本 

目標 
数値目標 

基準値 

計画策定時 

実績値 

Ｒ５年度 

目標値 

Ｒ８年度 

２ 

指標１ 
「らづ-Biz」の支援を受けて 

新規創業した件数【累計】 

69件 

（令和 4年 12月末） 

101件 

（R6.3.31） 
100件 

指標２ 有効求人倍率 
1.22倍 

（令和 3年度平均） 

1.39倍 

（令和 4年度平均） 
1.77倍 

 基本的方向・ＫＰＩは、資料４・11ページを参照  
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基本目標３ 自然との共生をかなえる、アクアラインを活かした定住・交流を促進する 

指標１・「人口の社会増」について、本市の人口は転入超過が続いており、令和５年度の社会増は目標を大

きく上回りました。LINE公式アカウント「木更津市移住・定住相談窓口」の利用登録者数においても、令和

４年度末から 262人増加し 989人となり、東京・横浜などの対岸主要都市に比べて低廉で優良な住宅地を有

する本市への移住を検討する方が増加していることが推測されます。 

指標２・「年間観光客入込客数」についても増加傾向であり、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に

移行したことで、木更津港まつりをはじめとする主要なイベントが再開されたことが要因であると考えられ

ます。 

今後、良好な市街地環境の形成と市街地住宅の供給を進めるほか、空き家の活用などによる定住を促進す

るとともに、移住・定住希望者の相談窓口の機能強化と充実に取り組みます。また、イベント等の開催を通

じ観光誘客を図りながら、魅力ある市の情報発信により交流人口や関係人口の創出・拡大に取り組みます。 

 

基本 

目標 
数値目標 

基準値 

計画策定時 

実績値 

Ｒ５年度 

目標値 

Ｒ８年度 

３ 

指標１ 人口の社会増 
721人 

（令和 3年度） 

1,278人 

（R6.3.31） 
1,650人 

指標２ 
年間観光客入込客数 

（大規模集客施設を除く） 

1,445千人 

（令和 4年） 

1,557千人 

（令和 5年） 
1,837千人 

 基本的方向・ＫＰＩは、資料４・18ページを参照 

 

基本目標４ 市民力・地域力を高め、持続可能な自立するまちを構築する 

指標１・「木更津市に愛着や誇りを感じている人の割合」については、令和５年度は計画初年度であるた

め市民アンケートを実施しなかったことから、実績値はございません。 

指標２・「災害対策コーディネーター養成講座の累計受講者数」は増加しており、要因としては近年の災

害発生の頻発化により、地域住民の防災意識が向上しているためと考えられます。  

指標３・「認知症サポーター養成講座の累計受講者数」についても増加しており、認知症に関する普及啓

発活動を行ったことで、企業や認知症カフェ等、高齢者への支援を希望する団体からの開催要望が増加しま

した。 

今後につきましては、災害対策コーディネーターは重要な地域の防災リーダーであることから、各種媒体

を活用して更なる市民の防災意識の向上と災害に強いまちづくりを推進します。また、認知症サポーター養

成講座の受講を推進するとともに、修了者にはステップアップ講座受講の勧奨を行い、支え合う地域社会の

構築に取り組みます。引き続き市政に対する興味関心を高める取組を行い、健康で生き生きと暮らすことが

できるまちづくりを推進します。なお、令和６年度は市民アンケートを実施し、市民ニーズなどを的確に分

析することで、市民に寄り添ったまちづくりに取り組んでまいります。 

 

基本 

目標 
数値目標 

基準値 

計画策定時 

実績値 

Ｒ５年度 

目標値 

Ｒ８年度 

４ 

指標１ 
木更津市に愛着や 

誇りを感じている人の割合 

78.7% 

（令和 3年度） 
― 90％ 

指標２ 
災害対策コーディネーター 

養成講座受講者数【累計】 

261人 

（令和 4年 12月末） 

290人 

（R6.3.31） 
375人 

指標３ 
認知症サポーター 

養成講座受講者数【累計】 

11,090人 

（令和 4年 12月末） 

12,195人 

（R6.3.31） 
13,500人 

 基本的方向・ＫＰＩは、資料４・29ページを参照 


